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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブロー成形された二個のＬ字状主パーツ（１）の一方を前ベース（２）、他方を後ベー
ス（３）とし、ブロー成形された二個の副パーツ（５）の一方を左側板（６）、他方を右
側板（７）として組立てられ、
主パーツ（１）は起立壁（１１）の左右両側に側方連結部（１７Ｌ，１７Ｒ）を備え、該
連結部（１７Ｌ，１７Ｒ）に埋込ナット（４）を各々インサートする一方、
起立壁（１１）の下端に半幅底壁（１２）を略直角に連続してＬ字状を成し、半幅底壁（
１２）の接合側の半分に水密部（１３）を、残り半分に被水密部（１４）を設け、
その主パーツ（１）を前ベース（２）と後ベース（３）として向い合わせに組み合わせた
時、前ベース起立壁（２１）と後ベース起立壁（３１）とが相対し、前ベース半幅底壁（
２２）と後ベース半幅底壁（３２）とが相対向し、前ベース半幅底壁（２２）の水密部（
２３）と後ベース半幅底壁（３２）の被水密部（３４）、及び後ベース半幅底壁（３２）
の水密部（３３）と前ベース半幅底壁（２２）の被水密部（２４）が各々当接して底面部
（Ｂ）を構成し、
副パーツ（５）は前後ベース（２，３）の組立状態の側方連結部に対応するベース連結部
（５１Ｌ，５１Ｒ）を前後に設け、
この副パーツ（５）を左側板（６）と右側板（７）として組立てた時、前後ベース（２，
３）の側方連結部と左右側板（６，７）のベース連結部とに跨って固定金具（４１）を取
付け、前後ベース（２，３）と左右側板（６，７）を固定し、
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底面部（Ｂ）の他に少なくとも前面部（Ｃ）と背面部（Ｄ）と左右側面部（Ｅ，Ｆ）とを
構成し、上向きに開口する収納部（Ｈ）を形成していることを特徴とする組立式容器。
【請求項２】
　請求項１の組立式容器において、主パーツ（１）の半幅底壁（１２）は、パーツ全長（
Ｓ）の接合側中心部に半円穴（１５）を設け、半円穴（１５）より接合側の一方に水密部
（１３）を、他方に被水密部（１４）を設け、
且つ、起立壁（１１）から接合側に向けた幅方向に傾斜角（θ１）で、左右から半円穴（
１５）に向けた長手方向に傾斜角（θ２）で下降傾斜し、
主パーツ（１）を前ベース（２）と後ベース（３）として向い合わせに組み合わせた時、
前ベース半幅底壁（２２）と後ベース半幅底壁（３２）とが相対し、前ベース半幅底壁（
２２）の水密部（２３）と後ベース半幅底壁（３２）の被水密部（３４）、及び後ベース
半幅底壁（３２）の水密部（３３）と前ベース半幅底壁（２２）の被水密部（２４）が当
接し、水密状態の底面部（Ｂ）を構成し、相対する半円穴（２５，３５）にて排水孔（Ｇ
）を形成していることを特徴とする組立式容器。
【請求項３】
　請求項１，２の組立式容器において、主パーツ半幅底壁（１２）の水密部（１３）は、
相対する被水密部に向けて斜め上向きに開口する凹溝（９）と、該凹溝（９）に嵌挿する
シール材（Ｐ）とから成り、
被水密部（１４）は、接合面より相対する水密部に向けて突出する当接部（１９）を設け
、主パーツ（１）を前ベース（２）と後ベース（３）として向い合わせに組み合わせた時
、前ベース水密部（２３）のシール材（Ｐ）に後ベース被水密部（３４）の当接部（３９
）が当接し、後ベース水密部（３３）のシール材（Ｐ）に前ベース被水密部（２４）の当
接部（２９）が当接していることを特徴とする組立式容器。
【請求項４】
　請求項１，２，３の組立式容器において、主パーツ（１）は左右両側に外側に向けて突
出する側方固定片（１８Ｌ，１８Ｒ）を設け、半幅底壁（１２）の接合側に前方固定片（
１６）を垂下し、主パーツ（１）を前ベース（２）と後ベース（３）として向い合わせに
組み合わせた時、前後ベース（２，３）の前方固定片（２６，３６）が相対し、その前方
固定片（２６，３６）をボルト止めするものであり、
主パーツ（１）の側方連結部（１７Ｌ，１７Ｒ））は接合側に向けて開口する切欠部（８
）を設け、切欠部（８）は上り斜面（８１）と下り斜面（８２）を備え、下り斜面（８１
）に直交して埋込ナット（４）をインサートしていることを特徴とする組立式容器。
【請求項５】
　請求項１，２，３，４の組立式容器において、副パーツ（５）に前後ベース（２，３）
の側方固定片に対応する固定部（５４，５５）を設け、これを左側板（６）と右側板（７
）として組立てた時、前後ベース（２，３）の側方固定片と左右側板（６，７）の固定部
をボルト止めするものであり、
副パーツ（５）のベース連結部（５１Ｌ，５１Ｒ）は、内面板（５ａ）に直交して埋込ナ
ット（４）をインサートしていることを特徴とする組立式容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少数のパーツで組立てることのできる組立式容器に関するもので、特に、容
器収納部をブロー成形により成形された主パーツと副パーツとで組立て構成するものであ
り、例えば、ゴミ収納庫やゴミ運搬容器等、多様な目的で利用し得る容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　上方に開口部を有する容器本体と、開口部を開閉する蓋材から成る従来の大型容器にあ
っては、使用に際し、収納物の重量を加えた総重量が重くなるので、少なくとも容器本体
を回転成形やＦＲＰによって一体形成していた。
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　近年、大型容器を量産化する目的で、ブロー成形による複数の中空パネルを用いた組立
式容器が開発されるに至っている。
　組立式容器の一つは、特許文献１の如く、ブロー成形による底面パネルと前面パネルと
背面パネル、及び左右側面パネルとから構成されている。
　他の組立式容器は、特許文献２の如く、前面パネルと背面パネルを共通使用とし、左右
側面パネルも共通使用とし、底面パネルに前面パネルと背面パネルを組立て、その左右に
側面パネルを組立てることも提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３９６０５９９号
【特許文献２】特許第３１９１２０６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　回転成形やＦＲＰによる一体形成の大型容器にあっては、水密性に優れているが、生産
性が悪く、高価になる問題点があった。
　ブロー成形によるパネルを用いて組立て構成する大型容器にあっては、少なくとも底面
パネルと前後面パネルと側面パネルの３種類を必要とするので、金型費用が増大する問題
点があった。また、組立式であるため、パネル接続部の水密性にも問題があつた。
　そこでこの発明は、従来技術の有するこのような問題点に鑑みてなされたものであり、
その目的とするところは、僅か２種類（ブロー成形による主パーツと副パーツ）の構成部
材で、しかも組立てが容易で、水密性のある組立式容器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の組立式容器は、請求項１として、ブロー成形された二個のＬ字状主パーツの一
方を前ベース、他方を後ベースとし、ブロー成形された二個の副パーツの一方を左側板、
他方を右側板として組立てられ、
主パーツは起立壁の左右両側に側方連結部を備え、該連結部に埋込ナットを各々インサー
トする一方、起立壁の下端に半幅底壁を略直角に連続してＬ字状を成し、半幅底壁の接合
側の半分に水密部を、残り半分に被水密部を設け、これを前ベースと後ベースとして向い
合わせに組み合わせた時、前ベース起立壁と後ベース起立壁とが相対し、前ベース半幅底
壁と後ベース半幅底壁とが相対向し、前ベース半幅底壁の水密部と後ベース半幅底壁の被
水密部、及び後ベース半幅底壁の水密部と前ベース半幅底壁の被水密部が各々当接して底
面部を構成し、
副パーツは前後ベースの組立状態の側方連結部に対応するベース連結部を前後に設け、こ
の副パーツを左側板と右側板として組立てた時、前後ベースの側方連結部と左右側板のベ
ース連結部とに跨って固定金具を取付け、前後ベースと左右側板を固定し、底面部の他に
少なくとも前面部と背面部と左右側面部とを構成し、上向きに開口する収納部を形成して
いることを特徴とする。
【０００６】
　ここで組立式容器とは、従来、回転成形やＦＲＰ成形にて一体成形されていた大型容器
を、複数パーツの組み合わせにて構成するもので、少なくとも底面部と前面部と後面部と
左右側面部とで収納部を形成し、更に前板と後板を組み合わせて収納空間を大きくするも
の、及び開口部の半分を固定蓋にて覆い、残り半分に開閉蓋を備える容器を言う。
　ここで主パーツとは、略垂直の起立壁の下端部から略水平方向に半幅底壁を一体的に備
えたものを言い、起立壁は容器の前面部又は背面部を形成し、半幅底壁は容器底面部の半
幅分に相当する。また、前ベースと後ベースを兼ねるものであり、前ベースとは、二個の
主パーツの半幅底壁が相対した時の一方側を言い、後ベースとは、二個の主パーツの半幅
底壁が相対した時の他方側を言う。
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　ここで副パーツとは、容器の側面部を構成するものを言い、左側板と右側板を兼ねよう
に副パーツ幅の中心から左右が対称に形成されている。
【０００７】
　請求項２は、請求項１の組立式容器において、主パーツの半幅底壁は、パーツ全長Ｓの
接合側中心部に半円穴を設け、半円穴より接合側の一方に水密部を、他方に被水密部を設
け、
且つ、起立壁から接合側に向けた幅方向に傾斜角で、左右から半円穴に向けた長手方向に
傾斜角で下降傾斜し、主パーツを前ベースと後ベースとして向い合わせに組み合わせた時
、前ベース半幅底壁と後ベース半幅底壁とが相対し、前ベース半幅底壁の水密部と後ベー
ス半幅底壁の被水密部、及び後ベース半幅底壁の水密部と前ベース半幅底壁の被水密部が
当接し、水密状態の底面部を構成し、相対する半円穴にて排水孔を形成していることを特
徴とする。
　請求項３は、請求項１，２の組立式容器において、主パーツ半幅底壁の水密部は、相対
する被水密部に向けて斜め上向きに開口する凹溝と、該凹溝に嵌挿するシール材とから成
り、
被水密部は、接合面より相対する水密部に向けて突出する当接部を設け、主パーツを前ベ
ースと後ベースとして向い合わせに組み合わせた時、前ベース水密部のシール材に後ベー
ス被水密部の当接部が当接し、後ベース水密部のシール材に前ベース被水密部の当接部が
当接していることを特徴とする。
【０００８】
　ここで水密部とは、水洩れ防止を目的とした部位を言い、シール材とは、弾力性を有す
るゴム又は合成樹脂材から成るものを言い、凹溝とは、シール材の先部を露出状態に保持
する溝を言い、入口を奥部より狭くするか、入口に内向き突部を設け、シール材の離脱を
困難にすることが好ましい。
　ここで被水密部とは、水洩れ防止を目的とした部位で、水密部と対を成すものを言い、
当接部とは、水密部を構成するシール材の上側に密接し得るよう楔状を成し、且つ、水密
部に接合した時、ベースベースの半幅底壁が面一になるように形成されている。
　ここで半円穴とは、主パーツを前ベースと後ベースとして組み合わせた時、排水孔を形
成する部位を言う。この排水孔は、栓にて開閉可能となる。
　ここで半幅底壁の幅方向への傾斜角、及び長手方向の傾斜角は、各々５度以下である。
【０００９】
　請求項４は、請求項１，２，３の組立式容器において、主パーツは左右両側に外側に向
けて突出する側方固定片を設け、半幅底壁の接合側に前方固定片を垂下し、主パーツを前
ベースと後ベースとして向い合わせに組み合わせた時、前後ベースの前方固定片が相対し
、その前方固定片をボルト止めするものであり、
主パーツの側方連結部は接合側に向けて開口する切欠部を設け、切欠部は上り斜面と下り
斜面を備え、下り斜面に直交して埋込ナットをインサートしていることを特徴とする。
　請求項５は、請求項１，２，３，４の組立式容器において、副パーツに前後ベースの側
方固定片に対応する固定部を設け、これを左側板と右側板として組立てた時、前後ベース
の側方固定片と左右側板の固定部をボルト止めするものであり、
副パーツのベース連結部は、内面板に直交して埋込ナットをインサートしていることを特
徴とする。
【００１０】
　ここで埋込みナットとは、主パーツをブロー成形する前に、型開き状態の金型に予め保
持しておき、ブロー成形した時、主パーツに一体化するものを言う。
　ここで側方連結部とは、左側板または右側板を固定するための部位を言い、切欠部とは
、接続側に向けて開口するもので、例えば、上り斜面と下り斜面とが６０～１２０度で接
するもを言い、固定金具の取付け操作を可能となるように開口していれば下り斜面が湾曲
していても良い。
　ここで側方固定片とは、左側板または右側板の固定部と相対し、該固定部とボルト止め
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される部位を言い、前方固定片とは、主パーツを前ベースと後ベースとして向い合わせた
時に相対し、ボルト止めにて固定される部位を言う。
　ここでベース連結部とは、副パーツ幅の中心を軸にして左右に形成され、前後ベースの
側方連結部と固定するための部位を言い、側方連結部と共に、連結手段に応じてその形状
は自由である。
　ここで固定金具とは、例えば、Ｌ字状を成すアングルを言うが、側方連結部とベース連
結部とを固定するものであれば、その形状は自由である。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の組立式容器は上記構造のとおりであるから、次に記載する効果を奏する。
　請求項１の組立式容器は、二個のＬ字状主パーツの一方を前ベース、他方を後ベースと
し、二個の副パーツの一方を左側板、他方を右側板として組立てるものであるから、即ち
、成形金型が２組ですむので、容器を安価に提供できる。しかも、同じ主パーツの一方を
、底壁側を下にして１８０度水平回転し、同じ副パーツの一方を１８０度水平回転するだ
けで組立て得るので、組立ても簡単容易になる。
　また、主パーツは起立部の左右に副パーツとの側方連結部を備え、副パーツは前後に前
後ベースの側方連結部に対応するベース連結部を設けているので、主パーツを前後ベース
とし、副パーツを左側板と右側板として組立てる時、前後ベース起立部の側方連結部と左
右側板のベース連結部とに跨って固定金具を取付けるだけで、前後ベースと左右側板とを
簡単に一体化することができる。
　主パーツは起立部と半幅底部とを略直角に連続してＬ字状を成しているので、これを前
ベースと後ベースとして組み合わせた時、前後ベースの半幅底部が相互に接合して容器の
底面部を形成する。
【００１２】
　請求項２の組立式容器は、請求項１の特徴に加えて、主パーツの半幅底部は、接合側の
中心部に半円穴を設けているので、これを前ベースと後ベースとして組み合わせた時、相
対する半円穴にて排水孔が形成される。その結果、容器底部に溜まる液体を排水孔から簡
単に排水することができる。
　また、半幅底部が接合側に向けて下降傾斜すると共に、左右から半円穴に向けて下降傾
斜しているので、容器底部に溜まる液体の排水がスムーズになる。
　請求項３の組立式容器は、請求項１，２の特徴に加えて、水密部は斜め上向きに開口す
る凹溝にシール材を嵌挿し、被水密部は相対する水密部に向けて突出する当接部を設けて
いるので、主パーツを前ベースと後ベースとして組み合わせた時、水密部のシール材に当
接部が圧接する。そのことにより、水密が一段と向上する。
【００１３】
　請求項４の組立式容器は、請求項１，２，３の特徴に加えて、主パーツの側方連結部に
接合側に向けて開口する切欠部を設け、切欠部の下り斜面に埋込みナットをインサートし
ているので、切欠部を利用して下り斜面に固定金具を当接し、該金具を埋込みナットに固
定することができる。
　また、主パーツは半幅底部の接合側に前方固定片を垂下しているので、これを前ベース
と後ベースとして組み合わせた時、前後ベースの前方固定片が相対するので、相対する前
方固定片を簡単にボルト止めし、前後ベースを一体化することができる。
　請求項５の組立式容器は、請求項１，２，３，４の特徴に加えて、副パーツのベース連
結部は、内面板に埋込みナットをインサートしているので、この埋込みナットを利用して
簡単に固定金具を固定することができる。
　また、主パーツは左右に側方固定片を備え、副パーツが前後ベースの側方固定片に対応
する固定部を備えているので、側方固定片と固定部をボルト止めすることで、前後ベース
と左右側板の固定を強化し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
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【図１】本発明による組立式容器の構成を示す分解斜視図である。
【図２－１】Ｌ字状主パーツの平面図である。
【図２－２】その正面図である。
【図３－１】主パーツを斜め上方側から見た斜視図である。
【図３－２】その斜め下方側から見た斜視図である。
【図４】主パーツを前ベースと後ベースとして相対した時の平面図である。
【図５－１】相対する前ベースと後ベースの側面図である。
【図５－２】その断面図である。
【図６－１】Ｌ字状主パーツの第二実施形態を示す正面図である。
【図６－２】その断面図である。
【図７－１】前ベース水密部と後ベース被水密部の構造例を示す要部断面図である。
【図７－２】前ベース水密部と後ベース被水密部の接合前の要部断面図である。
【図７－３】その接合後の要部断面図である。
【図８－１】側板を内面側から見た斜視図である。
【図８－２】同側板を外面側から見た斜視図である。
【図９－１】前ベースと右側板の連結構造を示す要部斜視図である。
【図９－２】前ベースの側方連結部への固定金具の取付け例を示す要部斜視図である。
【図９－３】固定金具の取付後の要部斜視図である。
【図９－４】側方連結部と側板ベース連結部の固定状態を示す要部断面図である。
【図９－５】左側板と前後ベースとの関係を示す平面図である。
【図１０－１】前ベースの側方固定片と側板固定部の関係を示す要部断面図である。
【図１０－２】その接合前の要部断面図である。
【図１０－３】その接合後の要部断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明による組立式容器の最良形態を説明すると、図１の如く少なくともブロー成形さ
れた二個のＬ字状主パーツ１と、二個の副パーツ５とから成り、主パーツ１は図２－１、
図２－２、図３－１、図３－２の如く、Ｌ字状を成す外面板１ｂと内面板１ａとの間に中
空部を設け、略直角に連続する起立部１１と半幅底壁１２とを形成し、半幅底壁１２の接
合側の半分に水密部１３を、残りの半分に被水密部１４を設け、主パーツ１の一方を前ベ
ース２、他方を後ベース３として向い合わせにした時、図４、図５－１、図５－２の如く
前ベース起立部２１と後ベース起立部３１とが相対し、前ベース半幅底壁２２と後ベース
半幅底壁３２とが向き合い、組み合わせた時、図７－１、図７－２、図７－３の如く前ベ
ース半幅底壁２２の水密部２３に後ベース半幅底壁３２の被水密部３４が、後ベース半幅
底壁３２の水密部３３に前ベース半幅底壁２２の被水密部２４が密接し、水密状態の底面
部Ｂを構成する。
　前後ベース２，３を組立てた後、副パーツ５の一方を左側板６、他方を右側板７として
組立てることにより、前ベース２の起立部２１を前面部Ｃとし、後ベース３の起立部３１
を後面部Ｄとし、前後ベース２，３の半幅底壁２２，３２を底面部Ｂとし、左側板６を左
側面部Ｅ、右側板７を右側面部Ｆとする収納部Ｈが形成される。
【００１６】
　主パーツ半幅底壁１２の水密部１３は、図７－１の如く接合面に半幅底壁１２の幅延長
方向に向け、しかも上向きに開口する凹溝９と、該凹溝９に嵌挿するシール材Ｐとから成
り、シール材Ｐは、弾力性を有するゴム又は合成樹脂材から形成され、先部が凹溝９より
外部に露出するように嵌挿し、被水密部１４は、接合面の上部より半幅底壁１２の幅延長
方向に当接部１９を突出している。
　主パーツ１を前後ベース２，３として向い合わせに組み合わせた時、図７－２、図７－
３の如く前ベース水密部２３のシール材Ｐに、後ベース被水密部３４の当接部３９が上か
ら密接すると共に、後ベース水密部３３のシール材Ｐに、前ベース被水密部２４の当接部
２９が上から密接し、相互に接合する半幅底壁２２，３２の水洩れを防ぐ。
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　副パーツ５は図８－１、図８－２の如く、副パーツ幅Ｔの中心を軸にして左右対象に形
成することで、左側板６と右側板７を兼ねものである。
【実施例１】
【００１７】
　本発明による組立式容器の第一実施例を最良形態と相違する点を説明すると、Ｌ字状主
パーツ１の半幅底壁１２は、図６－１、図６－２の如く主パーツ全長Ｓの接合側中心部に
半円穴１５を設け、半円穴１５より一方の接合側に水密部１３を、他方の接合側に被水密
部１４を設け、且つ、起立部１１から接合側に向けて傾斜角θ１で下降すると共に、左右
から半円穴１５に向けて傾斜角θ２で下降し、主パーツ１を前ベース２と後ベース３とし
て組み合わせた時、前ベース水密部２３に後ベース被水密部３４が、後ベース水密部３３
に前ベース被水密部２４が接合し、水密状態の底面部Ｂを構成する一方、相対する半円穴
２５，３５にて排水孔Ｇを形成する。
　排水孔Ｇは、周知の栓（図示せず）にて開閉可能となる。
【実施例２】
【００１８】
　本発明による組立式容器の第二実施例を、最良形態及び第一実施例と相違する点を説明
すると、Ｌ字状を成す主パーツ１は図９－１の如く起立部１１の左右に側方連結部１７Ｌ
，１７Ｒを備えている。この側方連結部１７Ｌ，１７Ｒは内面板１ａの一部を外面板１ｂ
に向けて凹曲し、接合側に向けて開口する切欠部８を形成するものであり、具体的には、
接合側に向けて傾斜する上り斜面８１と下り斜面８２を備え、下り斜面８２に直交して埋
込ナット４をインサートしており、主パーツ１を前ベース２と後ベース３として組立てた
時、前後ベース起立部２１，３１の左側に側方連結部２７Ｌ，３７Ｒを、右側に側方連結
部２７Ｒ，３７Ｌが位置する。
　副パーツ５は、前後に主パーツ起立壁１１の側端に嵌合するベース嵌合部５２Ｌ，５２
Ｒを、下側に底面部Ｂの側端に嵌合する床嵌合部５３を備え、ベース嵌合部５２Ｌ，５２
Ｒに組立て状態にある前後ベース２，３の一方の側方連結部２７Ｌ，３７Ｒに対応するベ
ース連結部５１Ｌ，５１Ｒを設け、そのベース連結部５１Ｌ，５１Ｒに埋込ナット４を予
めインサートするものである。
　この副パーツ５を左側板６と右側板７として組立てた時、図９－２、図９－３、図９－
４の如く前後ベース起立壁２１，３１の一側端に左側板６のベース嵌合部６２Ｌ，６２Ｒ
が嵌合し、前後ベース起立壁２１，３１の側方連結部２７Ｌ，３７Ｒと左側板６のベース
連結部６１Ｌ，６１Ｒとが直角に接する。直角に接している側方連結部２７Ｌ，３７Ｒと
ベース連結部６１Ｌ，６１Ｒとに跨ってＬ字アングルの固定金具４１を取付け、左側板６
を固定する。
　右側板７は図９－５の如く、左側板６と同様に固定する。
【実施例３】
【００１９】
　本発明による組立式容器の第三実施例を、最良形態及び第一第二実施例と相違する点を
説明すると、Ｌ字状主パーツ１の接合側に図５－１の如く前方固定片１６を垂下するもの
で、この前方固定片１６は半幅底壁１２より垂下し、略主パーツ全長Ｓに亘り形成されて
おり、主パーツ１を前ベース２と後ベース３として組み合わせた時、前後ベース２，３の
前方固定片２６，３６が図５－２の如く相対し、相対する前方固定片２６，３６をボルト
４２とナット４３を用いて固定し、前後ベース２，３を一体化している。
【実施例４】
【００２０】
　本発明による組立式容器の第四実施例を、前記実施例と相違する点を説明すると、主パ
ーツ１は左右両側に図１０－１の如く側方固定片１８Ｌ，１８Ｒを備えるもので、この側
方固定片１８Ｌ，１８Ｒは、少なくとも半幅底壁１２から下向きに突出している。
　副パーツ５は少なくとも下側に、主パーツ１を前ベース２と後ベース３として向い合わ
せに組み合わせた時、前後バース２，３の左側方固定片２８Ｌ、３８Ｌ、又は右側方固定
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片２８Ｒ，３８Ｒに対応する固定部５４，５５を形成している。
　前後ベース２，３の左側方連結部２７Ｌ，３７Ｒと左側板６のベース連結部６１Ｌ，６
１Ｒを、固定金具４１にて連結固定した状態において、前後ベース２，３の左側方固定片
２８Ｌ、３８Ｌと左側板６の固定部６４，６５も図１０－２の如く相対するので、これを
図１０－３の如くボルト４２とナット４３を用いて固定し、左側板６の固定を補強する。
　前後ベース２，３の右側に固定する右側板７も同様に補強する。
【００２１】
　本発明による組立式容器は上記構造であるから、予め二個のＬ字状主パーツ１と、二個
の副パーツ５を準備し、先ず二個の主パーツ１を前ベース２と後ベース３とすべく、主パ
ーツ１の一方を半幅底壁２２、３２が相対するように水平回転した後、前後ベース２，３
を相互に接近すると、前ベース水密部２３の後ベース被水密部３４が密接すると共に、後
ベース水密部３３に後ベース被水密部３４が密接し、且つ、前後ベース２，３の前方固定
片２６，３６が相対しているので、その前方固定片２６，３６をボルト４２とナット４３
を用いて固定し、前後ベース２，３を一体化する。
　次いで、副パーツ５を左側板６とし、既に固定した前後ベース２，３の左側に面接すれ
ば、左側板６のベース連結部６１Ｌ，６１Ｒと、前後ベース起立壁２１，３１に設けた左
側方連結部２７Ｌ，３７Ｒとが隣接し、前後ベース２，３の左側方固定片２７Ｌ，３７Ｌ
と左側板６の固定部６４，６５が相対するので、ベース連結部６１Ｌ，６１Ｒと左側方連
結部２７Ｌ，３７Ｒとに跨って固定金具４１を取付け、前後ベース２，３と左側板６を固
定すると共に、相対する左側方固定片２７Ｌ，３７Ｌと固定部６４，６５をボルト４２と
ナット４３を用いて固定し、前後ベース２，３と左側板６の固定を補強する。
　右側板７を、左側板６と同様に取付けることで、本発明の組立式容器Ａが構成される。
【産業上の利用可能性】
【００２２】
　側方連結部１７Ｌ，１７Ｒの切欠部８は、上り斜面８１と下り斜面８２とで接合側に向
けて開口するが、その開口角度を６０～１２０度にすることが好ましいが、固定金具４１
の取付け操作を可能にするものであれば、その形状は自由である。
　実施例では、側方連結部１７Ｌ，１７Ｒとベース連結部５１Ｌ，５１Ｒとの固定に、Ｌ
字アングルの固定金具４１を用いたが、側方連結部１７Ｌ，１７Ｒとベース連結部５１Ｌ
，５１Ｒを固定するものであれば、Ｌ字アングルに限定されるものではなく、その形状は
自由である。
　水密部１３の凹溝９は、シール材Ｐの先部を露出状態に保持するものであればその形状
は自由であるが、入口を奥部より狭くするか、入口側に内向突部を設けることにより、シ
ール材Ｐの離脱を困難にすることができる。
　被水密部１４の当接部１９は、水密部１３を構成するシール材Ｐに密接し得るものであ
れば形状は自由であるが、水密部１３に圧接した時、シール材Ｐの上側に密接し得る楔状
に形成し、且つ、前後ベース２，３の半幅底壁２２，３２が面一になるようにすることが
望ましい。
【００２３】
　ブロー成形した主パーツ１と副パーツ５は、内面板１ａ，５ａと外面板１ｂ，５ｂの間
に中空部を形成し、内面板１ａ，５ａと外面板１ｂ，５ｂが内外方向に凹んだり撓む虞が
あるので、主パーツ１にあっては、内面板１ａと外面板１ｂの少なくとも一方に、他方に
向けて突出する凸条部１０を備え、副パーツ５にあっては、内面板５ａと外面板５ｂの少
なくとも一方に、他方に向けて突出する凸条部５０を備え、内面板１ａ，５ａ又は外面板
１ｂ，５ｂを補強することが好ましい。
　半幅底壁１２の幅方向への傾斜角θ１、及び長手方向の傾斜角θ２として採用し得る範
囲は、最大５度であり、３度以下であることが好ましい。
　本発明による組立式容器の組立て手順は、実施例に限定されるものではなく、例えば、
左側板６に前ベース２と後ベース３を順次取付け、最後に右側板７を取付けることも可能
である。また、Ｌ字状固定金具４１の片側を、主パーツ１の側方連結部１７Ｌ，１７Ｒ、
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取付けも容易になる。
　更に、図１の如く、前ベース起立壁２１の上、即ち、前面部Ｃの上に前板Ｊを、後ベー
ス起立壁３１の上、即ち、背面部Ｄの上に後板Ｋを組み合わせ、左右側板６，７を前板Ｊ
と後板Ｋの組立て分だけ大きく形成することで、収納部Ｈを大きくすることも可能である
し、更に、収納部Ｈの開口部の半分を固定蓋Ｍにて覆い、残り半分を開閉蓋Ｎにて開閉自
在にすることも可能であるし、組立式容器Ａの底面部Ｂに、走行用のキャスター（図示せ
ず）を取付けることも可能である。
【符号の説明】
【００２４】
　１　Ｌ字状主パーツ
　２　前ベース、３　後ベース
　１１，２１，３１　起立壁、１２，２２，３２　半幅底壁
　１３，２３，３３　水密部、１４，２４，３４　被水密部
　１５，２５，３５　半円穴、１６，２６，３６　前方固定片
　１７Ｌ，１７Ｒ，２７Ｌ，２７Ｒ，３７Ｌ，３７Ｒ　側方連結部
　１８Ｌ、１８Ｒ，２８Ｌ，２８Ｒ，３８Ｌ，３８Ｒ　側方固定片
　４　埋込ナット、４１　固定金具（Ｌ字アングル）、４２　ボルト、４３　ナット
　５　副パーツ、１ａ，５ａ　内面板、１ｂ，５ｂ　外面板
　６　左側板、７　右側板
　５１Ｌ，５１Ｒ，６１Ｌ，６１Ｒ　ベース連結部（７１Ｌ，７１Ｒ）
　５２Ｌ，５２，６２Ｌ，６２Ｒ，７２Ｌ，７２Ｒ　ベース嵌合部
　５３　床嵌合部、５４，５５，６４，６５，　固定部（７４，７５）
　８　切欠部、８１　上り斜面、８２　下り斜面
　９　凹溝、１９，２９，３９　当接部
　１０，５０　凸条部
　Ａ　容器、Ｂ　底面部、Ｃ　前面部、Ｄ　背面部、Ｅ　左側面部、Ｆ　右側面部
　Ｇ　排水孔、Ｈ　収納部
　Ｊ　前板、Ｋ　後板、Ｍ　固定蓋、Ｎ　開閉蓋
　Ｐ　シール材
　Ｓ　主パーツ全長
　Ｔ　副パーツ幅
　θ１　半幅底部の幅方向の傾斜角、θ２　半幅底部の長手方向の傾斜角
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